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次号予告「光学とバーチャルリアリティーのこれから」

巻頭言
光学とバーチャルリアリティーの交織  ‥‥‥‥岩井大輔

企画意図
「光学」と「バーチャルリアリティ学会誌」の異分野 
融合  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥山本裕紹

対　談
これからの光学とバーチャルリアリティー

解　説
バーチャルリアリティーによる知覚・行動の編集と

Well-being  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥鳴海拓志
日常生活支援を可能にするスマートグラス  ‥‥清川　清
動的・適応型空間ユーザーインターフェース 

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥高嶋和毅

光学ハイライト

気になる論文コーナー

今後の特集予定
53巻 10号「次世代の人工現実感を映し出す技術」
53巻 11号「バーチャルリアリティーが切り開く視覚科学」
53巻 12号「ハイパースペクトルイメージングの技術動向」
54巻 1号「中赤外フォトニクスデバイスと応用の広がり」
54巻 2号「健康長寿社会の実現へ向けた光医療」 

//編集後記 //

　探針増強分光法は貴金属のナノプローブ先端で局所的
な増強電場を発生させ，光の励起と散乱を増強して測定
するユニークな手法であり，光の回折限界を超え，原
子・分子スケールで物質表面の光学特性の分析を可能に
しました．近年，単一分子の微視的な反応機構の解明
や，2D材料，半導体，生体材料などの化学・物理特性
の評価が実現されています．
　本特集では探針増強分光法に焦点を当て，分子・原子
スケールの超微小領域の組成や構造を調べるための新手
法や新展開から，探針作製，装置開発の最新展開まで，
最前線で活躍する先生方に解説いただきました．これに
より，探針増強分光法の理解を深めるとともに，光の極
限を突破した分子・原子レベルの光学イメージングが重
要な技術であることが明確になりました．この特集が，
読者の皆様にとって探針増強分光法を用いた原子・分子
スケールで物質表面の光学特性の分析の現状と将来への
理解を深めるための重要な資料となり，探針増強分光法
の進化が未来を切り開く鍵となり，さらにその推進力と
なることを期待しています．
　最後になりましたが，ご多忙にもかかわらずご寄稿い
ただきましたご執筆者の皆様，数多くのご助言・ご協力
をいただきました編集委員の皆様，丁寧な作業で最後ま
でブラッシュアップをしていただきました編集局に深く
感謝申し上げます． （張，庄司）

原著論文を募集しています
　「光学」では，日本語の原著論文を募集しています．会員・非会員を問わず，自由に投稿できます．皆様の意
欲的なご投稿をお待ちしております．
　また，上記に加え，特集テーマに関連のある原著論文も募集しています．この場合，採択となった論文はその
特集号に合わせて掲載できるよう，査読作業をより迅速化いたします．特集テーマ関連の投稿締切は，当該特集
号発行月の 4か月前の 10日です．特集号を明記のうえご投稿ください．
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